
おはようございます。あらためまして、サイオス株式会社の喜多伸夫でございます。本日は
お忙しい中、私どもの決算説明会にご参集いただきまして、誠にありがとうございます。そ
れでは早速、これからご説明を始めさせていただきたいと思います。
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本日は、こちらの目次にありますような順にご説明申し上げます。まず会社・事業概要につ
きまして、お話しさせていただきたいと思います。
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私どもサイオス株式会社は、ここにありますとおり「世界中の人々のために、不可能を

可能に」ということをミッションに、創業以来、「オープンソースソフトウェア」と、

近年は「AI」技術で企業のITを支えるということで取り組んできております。

97年の創業以来、オープンソースソフトウェアを軸に、アプリケーションやOS、クラ
ウドを加えたITシステム開発、基盤構築、運用サポート等の事業展開を通じた新たな価
値創造と、その提供に取り組んできております。
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今申しましたとおり、オープンソースソフトウェアをベースに事業をやってきておりま

すが、オープンソースソフトウェアというのは、ここに書いてありますとおり、世界中

のエンジニアが協業して開発・改善する、高い透明性を持つソフトウェアということで、

ソースコードが公開されているソフトウェアで、広く誰でも使えるというものを、それ

をベースにわれわれこれまで事業展開してきております。

そのオープンソースベースのさまざまな取り組みについては、さまざまな情報発信もし

ておりますし、組織としてもそういったオープンなソフトウェアをベースに事業をして

おりますので、部や課のないフラットな組織構成で、自律的な働き方を推奨しながら進

めております。そういった活動は、この健康経営優良法人であったりGreat Place To 
Workというふうな形で、社外からも評価していただいております。
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今、連結グループ6社で、社員数は540名、そのうちの約6割がエンジニアでございます。
そして「SIOS Values」という行動指針をベースに、先ほど申しましたとおり自律的な
働き方を推進しております。
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弊社の事業は3つのセグメントで構成されておりまして。プロダクト＆サービス、ソフトウ
ェア製品関連のビジネスです。コンサルティング＆インテグレーション、システムインテグ
レーション向けの事業です。そしてソフトウェアセールス＆ソリューションということで、
ソフトウェアの販売を行っております。
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ソフトウェア製品について簡単に触れますと、幾つか製品がございまして、1つは障害
対策ソフトウェアのLifeKeeperという製品で、ここにありますとおり、システムを24時
間ソフトウェアが監視して、稼働系のシステムに異常が発生した場合に、その異常を検

知して自動的に待機系にサービスを切り替えるという、これをソフトウェア的に行う、

そういった製品になっております。
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そして文書管理アプリケーションということで、コピー等の複合機、こちらに搭載する

ソフトウェアで、主にスキャン機能を提供しまして、そしてそのスキャンされたドキュ

メントを、クラウドであったり、あるいは社内であったりというところに展開するとい

うような、複合機を中心として組織の文書管理、トータルで行えるような、そんなソフ

トウェアとなっております。

9



続いて、グルージェントフローというワークフローシステム。申請・承認を自動的に行うも
ので、これまでの紙の稟議（りんぎ）等の申請・承認をクラウド化すると。いつでもどこで
も簡単に申請・承認ができるということで、生産性の向上を目指すためのソフトウェアにな
っております。
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そしてグルージェントゲートというID管理システムでございます。これは、グルージェント
ゲートを介してシステムのユーザーが認証を行って、社内やクラウドのシステムにログイン
するという、多要素認証であったり、あるいはシングルサインオンというようなサービスを、
このグルージェントゲートで提供するというものでございます。
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2つ目のセグメントのコンサルティング＆インテグレーションに関しましては、金融領域、
文教領域、あるいは、われわれ近年力を入れておりますAPIを使ったソリューション領域、
そして生成AI導入支援というようなサービスを、役務提供ということで行っているセグメン
トになります。
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最後にソフトウェアセールス＆ソリューション。こちらは、国内外のソフトウェア製品開発
ベンダーさんと取引をしまして、戦略パートナー契約を締結しまして、販売展開しておりま
す。主なところとしては、世界最大のLinuxというOSの企業でありますRed Hatさんの製品
であったり、世界大手の検索エンジンのベンダーであります、Elasticさんの製品販売とい
うようなところを、私ども一緒になって行っております。
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このような形でソフトウェア製品、そしてシステムインテグレーション、ソフトウェア販売
ということを、これまで創業以来、展開してきておりまして、このグラフにありますとおり、
概ね売り上げに関しては右肩上がりで成長してきております。
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会社の事業等につきましてはここまでとさせていただきまして、ここから昨年、2025年12
月期の業績の振り返りをさせていただきたいと思います。
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まず連結通期業績につきましては、この表の真ん中、ブルーの背景の白抜き文字の所、

これが2025年12月期になりますけれども、売り上げにつきましては微減ということに
なりましたが、利益項目は全て大幅増という結果になりました。

売り上げは上に書いていますとおり2024年12月期のRed Hat、先ほど少し触れました
Red Hat社で大型案件があったんですけれども、それがなくなったこと、あるいはProfit 
Cubeという銀行向けのソフトウェア製品事業があったんですが、それを事業譲渡、
2024年末に行いましたので、そういったもののマイナスが要因で売り上げが微減となっ
ておりますが、先ほど申しましたとおり、利益につきましては前年比大幅増ということ

になりました。
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続いて貸借対照表の状況ですが。2025年末、12月31日時点の貸借対照表が右側のグラフに
なっております。ここに書いていますとおり、利益剰余金の増加によりまして、自己資本比
率は前年比2.4％上昇という状況でございます。一方で社内システム投資を行いましたので、
固定資産が増えていまして、結果として資産は、一昨年、2024年末の80億8,500万から86億
6,200万円という形に増加しております。純資産は、ここにありますとおり18億5,600万とい
うことで、大幅増となっております。
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次にキャッシュフローの状況ですが。ここにございますとおり、グラフの左端が2024年、
一昨年末の現金および現金同等物。これが2025年末には、一番右側ですけれども35億8,600
万円っていうことで、若干ですが減少しております。おおむね横ばいというところでござい
ます。この変動の推移につきましては、次のスライドで詳しくご説明申し上げます。
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まず営業キャッシュフローにつきましては、プラス1億9,600万円となりました。主な内訳と
しましては、税金等調整前当期純利益、こちらが4億8,700万円ございました。一方で法人税
の支払いが3億6,000万ございましたので、結果として1億9,600万円となっております。投資
キャッシュフローにつきましては、マイナス2億700万円となりました。これは先ほども触
れました社内システム投資、こちらが2億300万円ございましたので、これが主な要因とな
っております。最後に財務キャッシュフローでございますが、こちらマイナス7,000万円。
この内訳としましては、借入金の返済が4,900万円、リース債務の返済が2,100万円というの
が主な内容となっております。この借入金の返済で、長期・短期借入金が0というところで、
実質的な借金から完全な無借金経営というところまできております。
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次にセグメント別の業績について振り返らせていただきます。
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まずセグメントの1つ目、プロダクト＆サービスということでソフトウェア製品のセグメン
トでございますが、こちらはプラス48％増益ということになりました。売り上げにつきまし
ては、先ほど申しましたProfit Cubeというソフトウェア製品の株式譲渡によりまして、前
期比マイナス7.3％となりましたけれども、ストックビジネスの順調な推移、子会社のコス
ト見直し等によりまして、今申し上げましたとおり48％増という結果となりました。
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続いてコンサルティング＆インテグレーション、システムインテグレーション事業につきま
しては、売り上げが13.4％増、利益につきまして10.2％増と増収増益となりました。売り上
げは、金融機関および文教領域のシステム開発・構築支援で案件獲得が順調に推移し、今申
しましたとおりの増収、利益もこれに伴って増えたという状況でございます。
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最後に、ソフトウェア販売のソフトウェアセールス＆ソリューションセグメントの状況

でございますが、こちらは28.6％増益となりました。売り上げにつきましては、先ほど
も触れましたRed Hat関連商品大型案件の売り上げが昨年はなくなったと、一昨年はか
なり大きなものがあったのですけれども、これによりまして前年比12.9％マイナスとな
りましたが、新規商材のElastic売り上げの伸長が寄与しまして、前期比28.6％の増益と
なりました。
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こちらの表がセグメント別のサマリーとなりますので、後ほど、もしお時間ございましたら、
目を通していただきますとありがたく存じます。以上で2025年12月期の業績の振り返りと
させていただきます。
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ここからは当期、2026年成長戦略につきまして、お話を進めさせていただきたいと思いま
す。
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まず昨年の成長戦略の振り返りをさせていただきたいと思います。昨年は成長戦略とし

てこの3つを掲げておりました。SaaS・サブスク事業への投資、生成AIによる事業強化、
APIソリューションの事業拡大ということでございます。

それぞれどのような状況であったか、簡単に触れさせていただきます。まずSaaS・サ
ブスク事業への投資につきましては、ストック売上比率が65％に伸長しました。これは
グルージェントシリーズが順調に成長したことが大きな要因となっております。続いて

生成AIによる事業強化につきましては、自社製品へのAI機能の搭載ということを拡大し
てきております。また生成AI導入支援サービスの展開をしておりますが、こちらも順調
に受注が拡大している状況でございます。

そしてAPIソリューション事業の拡大につきましては、上流からワンストップサポート
ということの体制の構築を進めてまいりました。また後ほど触れますけど、マルチベン

ダー方針ということで、多くのオープンソースソフトウェアで、API関連の国内外のベ
ンダーさんと戦略的パートナー契約を結び、共に事業拡大を展開してきております。

この中の特にストック売り上げのところについて、次のスライドでご説明いたします。
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先ほども申しましたとおり、ストック売上比率がこの棒グラフのとおり順調に成長して

おりまして、ソフトウェアプロダクト＆サービスセグメントにおける売り上げ比率とし

ては65％まで成長してきております。
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その中でも特に伸長著しいグルージェントシリーズ、グルージェントフロー、グルージ

ェントゲートの実績でございますが、グルージェントシリーズといっていますけども、

こちらのAnnual Recurring Revenueは非常に高成長を実現することができました。特に
グルージェントフローが大きく伸長しております。こちらのグラフのとおり順調に推移

してきていまして、グルージェントシリーズ合計のARRは25.2％、グルージェントフロ
ーに関しましては51.5％、グルージェントゲートは11.7％の伸長ということになりまし
た。
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このような状況を受けて今年、2026年の成長戦略は、まずビジネスモデルとしては、ス
トック型ビジネスモデルへの継続投資。こちらは、これまでどおりSaaSやサブスクリ
プション等を含めたストック型ビジネスモデル、こちらへの投資を続けてまいります。

テクノロジーとしましては、これまでどおりですがAIとオープンソースソフトウェアに
よる事業強化、これを継続していきたいということで、基本的には昨年までの戦略を踏

襲して、さらなる成長を実現したいと考えております。これらについて、次のスライド

で掘り下げてご説明したいと思います。
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まずストック型ビジネスモデルへの継続投資については、サブスクリプション製品の比

率拡大、こちらを取り組みます。特に従来の一括でライセンスとして販売しているソフ

トウェア製品、こちらもサブスクリプション提供も充実させて、ストックビジネスモデ

ルの比率を拡大しようというふうに取り組む所存でございます。

また当然のことながら契約数増を目指します。新規契約獲得、さらに高付加価値品販売、

これによるアップセリング、これによる単価増を目指しまして、これらによっても売り

上げの拡大ということを目指してまいります。
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サブスクリプション製品比率の拡大ということに関していいますと、私どもの主力製品

でありますLifeKeeper、こちらに関してもサブスクリプションモデルを拡充させており
ます。また文書管理ソリューション、複合機向けのソフトウェア、Quickスキャン Plus、
こちらにもサブスクリプションモデルを追加しまして、サブスクリプション売り上げの

拡大を目指しております。

ここに書いていますとおり、高機能な帳票OCR機能を搭載しながら、導入しやすい月額
2,000円という格安の価格で、基本料金とOCR枚数に応じた課金制というのを設定して、
これからサブスクリプション売り上げの拡大に取り組むという状況でございます。
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グルージェントシリーズは順調に成長しておりますが、これまでの直販を主体とした展

開に加えて、パートナー販売というのを当期はさらに強化してまいります。こちらに記

載のとおりのセールスパートナーの皆さんとともに、私どもの製品販売展開を拡大して

いくという取り組みでございます。
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このような取り組みを拡大しまして、当期に関してはストック型売り上げを、40億円超
えを目指したいというふうに考えております。
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次にテクノロジー分野での戦略でございます、AIとオープンソースソフトウェアによる
事業強化についてお話ししたいと思います。それぞれのセグメントにおいて、AIの活用
を拡大していくということに取り組んでいきます。プロダクト＆サービスにつきまして

は、自社製品のAI機能搭載を継続的に開発してまいります。

そしてコンサルティング＆インテグレーションにつきましては、顧客でのAI活用支援、
先ほども触れましたけども順調に今、受注が積み上がっておりますけれども、今後もお

客さまがAIを使うというところのご支援をしてまいりたいと考えております。

そして社内的な展開として、全セグメントを通じてAI活用による開発工数の大幅圧縮と
いうことに取り組んでおります。特にソフトウェア開発の現場におきましては、AIを最
大限活用しまして、生産性の劇的な改善に取り組んでいる状況でございます。
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少し詳しくお話しさせていただきますと、AIを製品に導入するということに関しまして、
グルージェントフロー、これ昨年もユーザーアシスト機能というものをAIで実現すると
いうことで、製品リリースしておりますけど。これをさらに当期はAIエージェント型に
進化させまして、ユーザーアシスト機能をより充実して、自律的な提案ができるような

形で、社内での申請・承認プロセスを自動化していくというようなところに取り組んで

まいります。
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またオープンソースソフトウェアの展開っていうことに関しましては、先ほども触れま

したが、API事業で戦略的パートナー増強、これを今後もやってまいります。現時点に
おきましても、戦略的パートナーのポートフォリオ図になっておりますが、こちらの中

でも赤枠の中が全てオープンソースソフトウェアということになります。これらのオー

プンソースソフトウェアを開発・提供している国内外のソフトウェア開発会社と、今後

も緊密な関係を構築して、この分野での事業拡大に取り組んでまいりたいと考えており

ます。
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ここまでが2026年の成長戦略ということで、ここから2026年12月期の業績予想、ならびに
中期経営計画としての3カ年の業績目標というところについて、お話しさせていただきたい
と思います。
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まず2026年12月期の通期業績予想でございますが。この表にございます、真ん中のブ
ルーの背景の白抜き文字の部分、これが2026年12月期の業績予想となっております。
売り上げにつきましては200億円、営業利益4億5,000万、経常利益5億1,000万、純利益
3億7,000万ということで、増収増益を当期におきましても見込んでございます。
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また中期経営計画としましては、この2026年の増収増益に加えて、2027年、2028年と
増収増益を継続する計画を立てております。ここに書いていますとおり、新たな成長戦

略を遂行して、ストック型ビジネスモデル強化による継続的な成長というのを実現した

いと考えております。

また、一番この表の下に記載しております配当につきましては、2026年12月期は5円、
2027年12月期以降は連結配当性向30％以上を目標として、株主還元に取り組んでまい
りたいと考えております。
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特に今回の中期経営計画におきましては、営業利益計画を大幅に積み増ししております。表
のライトブルーの棒グラフが2025年に策定した中期計画でございます。今回策定し、今日
発表させていただいております2026年策定の中期計画の利益が、こちらのダークブルーの
棒グラフになります。このように大幅に利益計画につきましては積み増しをして、新たな中
期経営計画とさせていただいております。
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次のスライドから、セグメント別の中期計画について少し触れさせていただきます。ま

ずプロダクト＆サービスにつきましては、継続して増収増益を計画しております。継続

的な機能付加や性能改善、AIの活用によりまして、製品の差別化を進めてまいります。
またストック型ビジネスモデル売上比率の向上を継続しまして、カスタマーサクセスを

通じた顧客とのエンゲージメント強化で、継続的に取引を続ける、拡大するということ

で、このような計画とさせていただいております。
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続いてコンサルティング＆インテグレーションにつきましては、2025年度に案件獲得が
想定以上に好調だったことによりまして、2026年度は保守的に見積もって減収減益とし
ておりますけれども、従来の予想からしましても増収増益を継続するということで考え

ておりましたので、2027年、2028年につきましては、当期は若干落ちますが、その後
はまた成長軌道に戻るということで、来年以降、増収増益を新たに継続したいというふ

うに考えております。こちらも顧客のAI活用支援の拡大や、AI活用による社内開発の生
産性の劇的な改善っていうことで、売り上げの伸長ならびに利益の拡大を目指してまい

りたいと考えております。
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最後にソフトウェアセールス＆ソリューションの中期計画ですが。こちらは、売り上げ

につきましては順調な、堅調に成長を続けるような計画をしております。利益につきま

しては、ここにも書いていますけど、一部商品の取引条件変更に伴いまして、2026年、
当期に関しては減益見込みなのですがですけど、それ以降はまた新たな成長軌道という

ふうに考えております。具体的には、Red Hatさんをはじめとする提携先との取引をも
ちろん拡大する、そしてElasticさんとの提携によりまして、こちらも生成AI関連の案件
の増加が期待できますので、ここに取り組んでいきたいというふうに考えております。
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以上で、2026年12月期ならびに中期計画というところにつきましてのご説明とさせて
いただきます。最後に株主優待について少しだけ触れさせていただきます。
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株主の皆さまの日頃よりのご支援に対する感謝を表すとともに、当社株式への投資、中

長期的な保有をいただいている株主さまの増加を図ることを目的として、株主優待を昨

年より導入しております。基準日が12月末日で保有株式数200株以上、2,000円相当のカタ
ログギフトの提供ということを行っておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。

以上で私からのご説明とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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